










































































4  研究・教育活動
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プロジェクト期間 令和4年度〜

リーダー BC分野 教授　二見能資

メンバー

石炭灰の有効活用

プロジェクト概要
脱炭素化やカーボンニュートラルの実現に向けて、省エネル

ギー、および、再生可能エネルギーの普及と開発が続いています。

その一方で、多くの原子力発電所の運転停止と再生可能エネル

ギーの発展中である現在、石炭火力発電は、本国を支える必須の

電力源です[1]。

石炭火力発電によって生じる石炭灰は、再生資源としてコンク

リート等の建築資材に活用されています。しかしながら、近年、

セメント需要は減少傾向にあり、有効利用率も減少傾向にありま

す[2]。建築資材に代わる石炭灰の新規用途が必要です。

本プロジェクトでは、本校の学生らと石炭灰の新規用途を検討

しています。今までに、ガラス材料への応用を検討してきました。

透光性を有する耐水性の高いガラスの作製に成功しています。そ

して、様々な着色ガラスや放射線照射による着色加工、ヒビ割れ

や色ムラの無いガラスコーティングを検証してきました。

今年度の活動内容
現在、主に下記に取組んでいます。

1． 多孔質ガラスの作製

2． 含有成分の簡易計測法の構築

今後の展望　

製品化・実用化される有効活用法を見出し、3R政策の実用例

に上がる、多くの人びとの生活に役立つ結果を目指します。また、

学生らにとって、現代社会の仕組みや科学技術の必要性の学習と

問題解決力を養う良い題材として、石炭灰の有効活用の開拓を学

生らと共に目指します。

[1]経済産業省 資源エネルギー庁，エネルギー動向（2025年6月版）.

[2]一般財団法人カーボンフロンティア機構，石炭灰全国実態調査報告書（2023年度実績）

一次エネルギー国内供給の推移[1]

石炭灰有効利用量と埋立処分等の量
及び有効利用率の推移（電気事業）[2]

石炭灰を主原料に用いたガラスの作製
R.Urakawa, Y.Futami　2017年度卒業研究

石炭灰を利用した
海藻養殖基質の試作
M. Miyaoka, Y.Futami　
2024年度卒業研究

有効利用量の推移（電気事業）[2]
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5  出展・その他

EXPO2025 大阪・関西万博
「高専未来チャレンジ」に出展

R7.6.18-19

令和7年6月18日（水）～19日（木）の2日間、EXPO2025大阪・関西万博EXPOメッセ「WASSE」に

て開催された「高専未来チャレンジ」に、本校より「みんなを大切に、使う人のことを考えて ～熊本高専のもの

づくりチャレンジ～」を出展しました。

「高専未来チャレンジ」は、万博テーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」に沿った高専生の取り組みを展示やワー

クショップ・実演・ステージイベントなどの体験形式で紹介する、読売新聞社の企画です。全国から選抜された

25高専に加え、タイおよびモンゴルの高専も参加し、各校の特色ある取り組みや研究成果が紹介されました。

本校からは学生6名と教員4名が参加し、高齢者や障害のある人々の生活の質（QOL）を向上させるための支

援技術（Assistive Technology）開発の紹介を中心とする展示を行いました。全国国立高専の協力プロジェク

トの一環として、本校が特別支援学校と連携して開発した安価で使いやすいインターフェイスと、それを用いた

KME（熊本高専発・支援機器）を紹介しました。また、手が動かなくてもスイッチや視線でボールを転がせる「e

ボッチャ」体験の他、中山間地で有機農業に取り組む農家の負担軽減のために熊本県立大学と共同で開発した「球

体除草ロボット」や、青少年のための科学の祭典熊本大会で披露した「ゲーム感覚で行う心臓マッサージ体験」

も展示しました。

「高専未来チャレンジ」には2日間

で14,752名（速報値）の来場があ

り、熊本高専の体験型展示は多くの

注目を集めました。展示や実演を担

当した学生に対して多くの称賛の声

や質問が寄せられ、大変好評を博し

ました。

当日の様子

視線で操作するeボッチャの体験 球体除草ロボットの操作体験 心臓マッサージ体験装置による
体験

KME（熊本高専発・支援機器）を
使用した支援機器の展示・体験
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熊本高専　社会連携・研究活動紹介 Vol.1

ルネサスエレクトロニクス株式会社様からの「寄附贈呈式」

株式会社三井三池製作所と
ネーミングライツ契約を締結

R7.6.25

 R7.9.26

令和7年6月25日（水）、熊本キャンパスにて、ルネ

サスエレクトロニクス株式会社様からの寄附物品の贈呈

式を行いました。

ルネサスエレクトロニクス株式会社は、東京都に本社

を置く半導体メーカーであり、自動車・産業界・社会インフラ・IoTなど幅広い分

野で先進的な半導体ソリューションを提供している企業です。この度、熊本高専に

おける組込みエンジニア教育にご賛同いただき、マイコンを活用した組込みエンジ

ニアの育成に資する教材として「ルネサス半導体セミナー マイコン入門テキスト」

50冊の寄附のお申し出があり、寄附贈呈式を執り行いました。

贈呈式では、髙松校長から「いま熊本は半導体で熱く盛り上がっています。半導

体の製造だけでなく、それを活用できる技術者の育成も必要とされている。そのた

めにも、ご寄附いただいた教材を有効に使わせていただきます。」という御礼の言葉と感謝状を贈呈しました。

ご寄附いただいたテキストは、人間情報システム工学科4年生の専門科目「組込みシステム」（担当：島川学 教授）

の受講生に配布され、以前から提供していただいているマイコンボードと共に、早速活用されています。

本校は教育研究環境の向上を目的として、『熊本高等専門学校ネーミングライツ事

業及び広告事業取扱規則』を令和6年10月に制定しました。

この度、校内での審査を経て、株式会社三井三池製作所を本校第1号のネーミング

ライツ・パートナーとして決定し、「ネーミングライツに関する契約書」を締結しま

した。これにより令和7年9月1日から3年間、八代キャンパス第1体育館（以下、本

施設）の愛称が「さんさく不知火アリーナ」となります。（※「さんさく」とは（株）

三井三池製作所の略称。）

これを記念し、令和7年9月26日（金）に熊本高専八代キャンパスにて「株式会

社三井三池製作所とのネーミングライツ施設開設記念式典」を挙行いたしました。

まず、本校の髙松 洋校長と株式会社三井三池製作所 代表取締役社長 中村 元彦氏がそれぞれ挨拶を行い、熊本高

専と三井三池製作所が目指す未来のエンジニア育成や地域連携の強化について、熱い思いを語りました。

その後、テープカットと記念写真撮影を実施し、本校の田中 禎一副校長が謝辞を述べ、正式に「さんさく不知

火アリーナ」のスタートを切りました。式典には、本校機械電気工学科及び専攻科卒業生（現、株式会社三井三

池製作所社員）5名も参加いただきました。

本施設は学生の授業や課外活動で使用しており、一般市民にも一時貸付をしている施設です。施設内には愛称

を掲示するサインが設置され、これにより、愛称が多くの学生や教職員、地域の方々に親しまれ、定着すること

が期待されています。

本契約締結を機に、熊本高専と三井三池製作所は連携して、未来のエンジニア育成および地域社会への貢献に

向けた取り組みを一層推進してまいります。
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企業紹介ボード前にて

サイン

テープカットの様子

当日の様子

授業での活用の様子





6  コーディネート活動
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熊本高専及び熊本高専地域連携振興会の活動支援を軸として、産業界、行政、産学官連

携推進団体等と連携して、現場の問題解決、地域社会活性プロジェクト企画、人材育成な

どで地域社会と高専との連携を進めて、地域を盛り上げることを目的に、コーディネート

活動を進めております。

さらに、今年から熊本で働きたい・転職をしたい卒業生を対象に、転職・Uターン就職窓口を開設しました。

詳しくは次のURLにアクセス下さい。

転職・Uターン就職窓口　https://kumamoto-nct.ac.jp/alum/jobchanging/

令和7年度の主な活動は以下のとおりです。

プロジェクト化＊テーマ
プロジェクト化＊：共同研究、技術指導、受託研究など成果のアウトプットを目指す取組み

	 （1）�「AI技術を応用した養殖海藻食害対策システム」

		  研究代表者  中島晃講師、共同研究者　熊本県水産研究センター、末松電子製作所（株）

		  九州オープンイノベーションセンター「機械工業振興チャレンジ研究調査」にテーマ化

	 （2）�「カーバッテリーチェッカー開発」 

		  BIGVILAGE（有）　技術教育支援センター大城悠技術員、

		  米岡将士技術員

		  カーバッテリーチェッカー試作品完成

	 （3）�「ドライビングスクール課題解決」

		  KDS熊本ドライビングスクール（株）、大塚弘文教授　

		  標識確認システムプロトタイプ完成、特許出願

	 （4）�「高温環境対応ロボットの耐熱ボディに関する解析検討および試作評価」

		  山下徹教授、サンリツオートメーション（株）  

		  熊本高専地域連携振興会「研究開発推進事業」テーマ化

	 （5）「含浸処理法によるアルマイト微細孔への有機分子の担持の検討」二見能資准 教授、熊防メタル（株）

		  熊本高専地域連携振興会「研究開発推進事業」テーマ化

	 （6）「合志市わくラボ！ひらめき☆ひろば幼児プログラミング講座」合志市こども部、山崎充弘准教授

　　		  合志市総合センター「ヴィープル」にて11/23日開催

	 （7）九州沖縄農業研究センター・熊本高専 第2回交流会開催

		  熊本高専ワーキングコモンズにて9/18日開催

上記以外に、各研究機関や県内企業などとプロジェクト化に向けた取組みが複数件進行中です。

連携機関
くまもと大学連携インキュベータ（地域連携振興会会員）、（財）地域未来創生機構、熊本産業支援財団、（一財）

九州オープンイノベーションセンター、産学官交流研究会博多セミナー、ベンチャー創出研究会、など

コンタクト企業・団体　27社

熊本高専教員シーズ調査数　延べ30人

他機関と連携しながら、様々なアウトプットに繋がるようにコーディネート活動を進めてまいります。

令和7年度コーディネーター活動報告

6  コーディネート活動

熊本高専産学官コーディネーター

　小山　善文

写真　カーバッテリーチェッカー
BIGVILAGE（有）で撮影



7  問い合わせ先



お気軽にご相談ください
ご相談の内容を確認し、担当教員とのマッチングを行います。

総務課 研究・社会連携係
Mail：sangaku@kumamoto-nct.ac.jp
TEL：096-242-6433・6187

お問い
合わせ先

連携の流れ

研究シーズ集、研究紹介等

産学官連携コーディネーター
等が熊本高専の教職員の中か
ら、解決・希望に適した専門
家を人選致します。

問合せ・ヒアリング

各プロジェクト／研究室において、企業・他の機関との共同研究等の連携を求めている
研究シーズ等について公開し、内容を紹介しています。

STEP 1
個別ニーズに応じた研究者と
マッチングを行い、面談を行
います。

マッチング面談
STEP 2

合意ができた内容について必
要な契約締結等の上、共同研
究等に進みます。

共同研究等
STEP 3

熊本高専　研究者情報

https://kumamoto-nct.ac.jp/company/research.html

https://kumamoto-nct.ac.jp/cooperation/consultation-research/

シーズ集
アクセスは
コチラから！

手続きは
コチラから！

Let's check 
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7  問い合わせ先

技術相談・共同研究・受託研究等の
詳細に関する問い合わせ
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